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凡例




これは「風祭」（昭和十七年九月十日　文化再出發の會刊）を電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。




底本にある中野秀人の挿絵は割愛しました。




明らかに誤字・誤植と思われるものについて、次の訂正を行いました。

　「眼玉」の第三連　風が水昌のやうに　→　風が水晶のやうに
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反　　　歌

射行相乃。坂上之蹈本爾。開乎爲流。櫻花乎。令見兒毛慾得。









【編注】万葉集巻九　集歌一七五〇ー五一　高橋連蟲麻呂作

訓読は次の通り

島山を　い行き廻れる　川沿ひの　岡辺の道ゆ　昨日こそ　我が越え来しか　一夜のみ　寝たりしからに　峰の上の　桜の花は　瀧の瀬ゆ　 散らひて流る　君が見む　その日までには　山おろしの　風な吹きそと　うち越えて　名に負へる杜に　風祭せな

　　反歌

い行き逢ひの　坂のふもとに　咲きををる　桜の花を　見せむ児もがも















序




　私は、これまで、足立重君を稀にみる文學藝術に造詣深き人と信じてゐた。ところが、こゝにある詩集一卷を通讀するに及んで、また新しき彼の一面を發見したのである。このやうな良質の書を、深く藏して、いま頃發表出來るといふことは何といふ幸福であらう。

　もしも、私が、この書を世代に送る責任の一端を負ふものであるとするなら無謀ではあるが、そこになにかを加へて置き度いと思ふ。さうした氣持から、私は、裝幀及び揷畫の全部を引受けた。從つて、功罪ともに分ち得ないまでも罪の方だけは、私の方にふりかゝつてもよからうと思ふ。私の立場は、いつでも、斬り苛むことであり、忌憚なきことである。私は、この書が、無疵で、甘やかされることなぞを願ひはしない。むしろこのやうな詩集が、いかなる場所にあるべきかは、あらゆる角度からの嚴密なる批判によつて確立する。

　私は、作者の柔軟纖細な感覺と、高い敎養とが、花咲き匂ほつてゐるその世界を、そもそも誰が護つてゐるかといふ問題から出發する。いふまでもなく、作者は護つてゐるであらう。作者は、敢て鬪爭とも言ふべきものを持つて護つてゐるであらう。そこには、生木の肌に刻まれた、連禱があり、人間精神の凱歌がある。だが、遜讓の美德こそ、色褪せぬ塗料であり、心小さく膽大ならしめるものである。——すなはち、作者は、その純粹さに於て、自ら守るところのものを、新裝の客體に投入し屈折させるであらう。それは、光波の不滅なるが如く、多彩なるが如くである。私は、さうした彼への希望に滿ちて、彼の詩を愛好する。

　思ふに、何かが殘ればいゝのだ。樹木とその葉の、描く陰影のなかを通り拔けた者は、それだけその素足を美しくする。この詩集が風祭と呼ばれる所以もまた、そこにあるのではなからうか？　その訪れは、訪れ自らが語るところで私の解說や、多言を俟つまでもない。ただひそかなる情熱をもつて、こゝに祝意を獻ずるのみである。昭和十七年七月二十六日　記

中　野　秀　人





















悼　　詩








悼　　詩

——若き勇士の靈に捧ぐ——





色を、香を、光を、陰を、

虹を、星を、雨を、太陽を、

みんな、みんな、身に飾つてゆけ、

地の餞はなむけを。

あゝ、季節が一番富んでゐるとき、

良い訪れで大地が明るむとき、

地平はるかに旅立つてゆくものよ。




君等こそ白樺だつた。

高く、淸く、虛空に聳えて

さ迷ふものゝ目標だつた、

若い魂の。

朽ちてゆく老樹にまじつて

君等こそ早くもかんじた、

世界の黎明を。

黎明の風の到らぬさきに

草花のやうに身をたわませた、

新しく深い生命の豫知に。




あゝ、若くて、純で、强くて、

輝く焰に燃え切つた白樺！

いまこそ有う形けいの樹じゆ皮ひを脫れて

君等は自由の身となつたのだ。




滿ち、滿て！

滿ちあふれよ！

いまこそ遠く、深く、廣く、

いまこそすべてにゆきわたれ。

あゝ、今こそ

君等は天となるのだ、

地となるのだ、

あけぼのの響となるのだ。

大いなる日の










悼　　詩

——東支那海に沈める◯◯船に捧ぐ——





魚雷をうけた　巨船は

津波のやうにもり上つて來る　疲れと、

痛みと、憤怒をじつとこらへて

萬年の年よ齡はひをいま終へる海神のやうに

『宿命』と爭つてゐた。




だが『宿命』はその鐵環をギリギリとしめる。




『お母さん、あゝ、お母さん、

波間に櫻が咲いてゐます！』




希望は

ふるさとの夕ゆふ映ばえのやうに美しくひろがつて

ゆくけれども…………けれども…………

巨船は遂に海底に沒した、

夜のやうに悲しく。




だが、だが、

船上にあつた魂は

あこがれの南の海に

さはやかな眞珠となつて生れる。

大君のみ楯たてを飾る

あの尊い眞珠の珠たまとなつて










悼　　詩

——特殊潜航艇の勇士の靈前に——





潮しほ騷さゐは民一億の慟哭となり

火柱は天に冲して、ハワイの空に

無限大の半旗を描いた、

血潮の色に。




眞珠彎底てい、

いまぞ知る

この矮わい小せう船せんのさゝへがたき重さを！




日本男兒灼熱の氣魄に

大洋の水、涸れ盡したり。




あゝ、憤怒よ、天涯をつらぬけ！

あゝ、悲嘆よ、地軸にしみとほれ！




唇を嚙み裂きて

この激情に耐んとするは誰ぞ？










悼　　詩

——登山中墜死したY氏に——





あゝ、距離！

手はむなしく靑空を嘆いて。

『しまつた！』と言ふ叫びを

虛空が呑込んでしまつた。




いやといふほど

谷底に岩に投げつけられたけれど

何の木魂もかへつてはこなかつた。




谷底の岩が、

海綿のやうに、

その音を吸つてしまつたのだ、

いのちを。




たつたこれだけの

むなしい距離が人を殺すとは！




あゝ、沈默は

あらゆる音を包含する。



















イマヂズム風の詩








樹








夕燒けは潮うしほのやうに

その樹を洗つた。




だが、

おし流すことはできなかつた。




その樹はひとり、

暮れかゝる荒野に、

光のしづくでその全身をしたゝらせながら

逃げおくれた水精女みづはのめのやうに立ちつくしてゐた。










道








蓬よもぎの匂ひに傷いてゐる道。

雨の笞しもとに靑ざめてゐる道。




この道を僕のおもひは

花のなさけに

ほの白くふちどられながら

旅立つてゆく。




雲と虹、

影のうづまき。




道はうなだれて

空に絕える。



















伊豆湯ケ島溫泉詩抄








雨








この土地では雨さへが

かんばしく匂ふよ。




みどりいろの空氣の中を

葛の葉をうらがへすやうに

降つてゆく雨。




野末の雲に

人參いろの日かげが滲にじんで、




野道は凉しい朱とみどり。




ぬれてゆく村の娘この睫まつげのさきに

七なな色いろの小さい虹がかかつてゐる。




降れ、ふれ、

雨よ。

野の雨よ。

葛の葉うらの銀いろを

ひるがへし、ひるがへし

降れよ。




眼をほそめ、息をしのばせて

降れよ。










ゆふぐれ








空にも、地にも、心にも、

フツ　フツ　フツ　といちめんに

すきまもなく跳ねまはる

靑いバツタの靑いゆふぐれ。




かゆいやうにいらだたしい

靑い、靑いゆふぐれ。




山の溫いで泉ゆのゆふぐれ。










眼　　玉








白樫の幹の間をとほして、

この土地の靑空を

じつと見つめてゐると、

眼玉がガラス玉のやうに

澄んで、かたくなる。




靑く、つめたく、かたくなる。




そして、

風が水晶のやうに

そのガラス玉を切る。




靑い、靑いガラス玉に

淸水のやうに悲しい

罅ひびが入る。










礫

——落合樓の湯室にて——





さゞれ石

掌てにとり見れば

つれづれに何か親しよ。

湯の床とこのぬめりそのまゝ

ぬくもりもいまだたもちて。




さゞれ石

捧げてあれば

うすら日に

湯氣はかぎろひ

夢深む

白ま晝ひるまの室むろ。




さゞれ石

まもりてあれば

古き『時』石に匂ふか。

うつしみの

はかなき眸まみさへ恍ほけ入りて

げにさゝやかなる兩もろの虹

睫まつげほのかに點じたり。










天あま城ぎ山上にて








はるかな海のさみどりは

山あぢさゐの花のかげ

むらさきうすき蕊しべのまに

ほゝゑむ君が眸まみに似て。




あゝ山高く、里遠く、

鳥の聲さへかすかなり。










棕　　櫚

——天城山中にて——





樹こ群むら明りの

物寂さびたこの谷あひの

濕りほのかな深山の土に

あゝ、いくたびか　人知れず、

ひとつ幽に、

生いきの衣ころもを脫ぎ落したであらう。




くまなき『時』のあゆみ、

ひそやかなその跫あし音おとに、

あゝ、いくそたび寂靜の

めざめの朝を驚いたであらう。




人通かよはぬ天あま城ぎの谷影に

靜に命いのちをまもる一本の棕櫚の樹。

たちかへる春の惠めぐみに、はや、

樹皮脫いだその肌はだへは

つやつやと靑くうるんでゐる。










靜　　夜

——いでゆどころのある冬の晩に——





靜かな晩だ、

枯葉が

薄うす氷らひを步むやうな音をたてゝ

はるかな、あかるい梢をはなれる。




靜かな晩だ、

溫いで泉ゆの湯氣は

月光に

霜のやうに冷えてゐるだらう。




しつ…………

だまつて…………

だまつて…………

そら、妻よ、

おまへの咳せきが

白い障子に

あんなにもほそい、ほそい

影をうつす、

まるで螽嘶きりぎりすのひげのやうな。




愛情が

ふたりの心で

かすかに虹いろのしづくを滴したたらせてゐる。

靜けさにとける

氷つ柱ららのやうに。



















連　　禱








連　　禱




Ⅰ





おゝ、山の如き平和をもち、

海の波の如く正義あるものよ。




闇が半旗をかがる　いま、

私はあなたに捧げる何物も持たないのです。




私の貧しい魂の惱み、

苦しみ、祈り、恥、いつはり、

悲しみ、恐れ、憎しみ、疲れ。




おゝ、神よ、

私はこれらのものを

たゞ一枚の晴衣のやうに身に飾つてまゐります。

庭隅に萎む薔薇のやうに羞はじ耻らひながら、

嵐の前の小鳥のやうに慄へながら。






Ⅱ





神よ、

私の魂は深い夜にめざめて

闇のにほひを嗅ぎながら

たゞひとり

暗い階段をのぼつてゆく子供です、

置き忘れたものゝために。




神よ、

夢に亡ぶ魂のために

なにとぞ

障子に白しらむ曉となつてください。






Ⅲ





神よ、

私の魂は

あたゝかい寢床から

つめたい疊の上にころがり出て風を引く子供です。




母のやうにやさしいあなたのみ手が

きせかけても、きせかけても夜具をはぎ

闇のつめたさにめざめては泣く　子供です。

神よ、

あゝ神よ。






Ⅳ





神よ、

むなしきものによつて自みづから誇るわが心を

一株の野菜の如く謙讓にならしめ給へ。




黴かびくさく、小暗い台所の片隅に

かすかにつめたく光つてゐる

一株の野菜の如くならしめ給へ。




その中でも土くさく、ほそく、わびしい

あの白い葱の如くあらしめ給へ。




鼠の喰べのこした

あの葱の如くあらしめ給へ。










聖　　母








あなたは

柊ひひ杠らぎの花かげに

空の靑さを滲にじませてゐる

あの淸らかな雪？




それとも、

銀色のすきとほる魚を

たつた一匹

ひえびえと心に秘めてゐる

ゆふぐれどきの谷の泉？




否、否、

あなたは

まつ白な羊皮キツドの短靴よ。

天使の輝く足が入るのを待つてゐる。




遂に天使は來た。

天使はやがて步み出す、

野薔薇の路を。

あなたの喜びが

鳩のやうに鳴いてゐる…………




天使は町にゆく。

暗い、暗い町。

すると、あなたは

風のやうに　かすかに嘆く、

蒼ざめた人の子の姿を見て。




あゝ、蹈ふまれ、ふまれて、

あなたは

塵ちりにまみれる。




まつ白なその紐が

煤すすのやうによごれてくる。

光のやうになめらかな皮が

嵐の海のやうに荒れる。




そして遂に

あなたは破れる。

ぼろぼろになる。




だが、

その破目から

天使の足が

燦然と輝く。

瑠璃のやうに



















春から夏へ








發　　芽








朱のまだら

たゞに亂れて

雲痛む

朝燒空。




その空に

ひとつ聳えて

まかげする

槐ゑんじゆの梢




み冬日の

日の座は荒れて

熱・光・

いまだ遠きを




めざめゆく

大地の力

はや細き

枝に息吹くか。




ふと生あれて

みどりの熖

朱の空に

わなゝき稚わかし。














春　　草








闌たけゆけど

日のま鏡の

まだ澄みて

熱なき面おもに




うるほへる

みどり　さゆらぎ

こまごまと

影きざむ草。




たちかへる

年の力の

靑さをの液

莖をめぐれば




おのづから

そのたばしりに

わななきの

影きざむ草。














氣象台








杏あん子ずは淸く

にほふとも

乙女座の光をうれふ。

明日あすの日の

ひざし待つもの










釣人と早春








瑞みづ枝えは流れて

しめりとなり

あゝ、まだひくし春の星。




瀨の、たぎつ瀨の

まだ淺くして、

山やま峽かひは

花にかよふも




夜網さへ

いまだ　かなはず。




鮎、鮠はや、鮒や

小さき影たち

ほのぼのと水に散れども




あゝ、去年こぞの日の

夢もおよばず。














紫陽花








春ごころ淡くほめきて

眸まみひとり　寂さびあかるとも

さなり、香にさむるすべなし。




むらさきの

そのひとむらの

掌たふれては　何か儚く

みじか夜の

麗姿かげを秘むるも










早春の夜の追憶








空の、矢車草の

ほのかな萠黃色の花粉に煙りながら

月がひとり、獨り幽に、

孟宗の若わか枝えを撓たわめてゐた。

谷の小村で




谷の小村で、月が

幾千と知れない銀ねずの羽虫のむれを飛ばしてゐた。




たちかへる季節の力は

あらゆる菫花すみれの纖ほそ根ねを通して泡立たうとしてゐて、

目覺めそめた片岡は

その肌いちめんに

むずむずと幽な瘁かゆさをかんじてゐた。




その時、

あゝ、その時、

遠い地平の霞んだ彼方から

優しい雨のやうな音をたてながら

風に飛ぶ影のやうにすみやかに

現はれてきたもの。




鶸ひわ、雲雀、

あをじ、

葦切




『春』が投げた最初の、

そして懷しい知らせの唄で滿ちた礫つぶてのむれ。




これからはひとつ、また、ひとつ、

窓ガラスを打つ梨花のやうに

僕の心をかすめてゐた。




かすめては、また、かすめては

むれむれて、

月が生み出す銀ねずの羽虫のあとを追つてゐた。

空の、矢車草の、

降りそゝぎ、

降りそゝぎする花粉にまみれながら。










春の日沒








空の、レヴューの、絢爛としたフィナーレの舞台に

光の、絹の、矢車草いろの緞帳がしづかに下りる。




どこかで、やるせない溜息がきこえる。

緞帳の外にたつたひとつ取殘された眞紅の舞踏靴よ、

あゝ、思ひ出の

小さな太陽よ。




矢車草いろの緞帳の

樹こ末ぬれによせるさざ波に

ほのかな白粉のにほひがうすれてゆく










春の宵








レヴユーがふたゝびはじまつた。




人ひと氣けのなくなつた劇場の

つめたい石の露台のうへ

闇ばっかりがじつと耳をすましてゐる。




いま立ち去つたばかりの、若いマダムの、

むっちりとしてかぐはしい肉體のかたちを、

そのぬくみを、にほひを

そのまゝとどめて闇に浮いてゐるデツキ・チェアーよ。

赤と黃の色あざやかなお前の肌は

しつとりと汗ばんでゐるやうだね。




白い、つめたい石の露台のうへ、

感傷が

石楠しやくなげの花のやうに淡あは々と散つてゐる。










春の海








白牡丹の花のやうにふくよかな裸體を

なげだして

砂地にながながと寢そべつてゐる海よ。




ときどき、

むくむくとよく肥えたその肢體をなまめかしく匂はせながら

みだらなかつかうをして寢返りを打つ




海精女ニアレイドよ。




いつたいおまへは

どんな夢を見てゐるのかね？










春　　雨








誰れが姿を見ただらう。

誰れも、誰れも見ない。

だが、角ぐみかゝる田舎の道を

おまへはゆつくり步いて行つたのだ。

素足のまゝで




素足のまゝで

若芽のはじける音をきゝながら

おまへは步いて行つたのだ。

遠いおもひでのやうに

はかない旅情のやうに

かすかに白い埃ほこりをたてながら




そして、そのとき

すべてのものが花咲いた。

乙女の微笑みやうに










唄








わが心も

あの片岡のやうにならう。

早春の

やはらかい日に光つてゐる

あの片岡のやうにならう、

小鳥の影をにじませてゐる。




あゝ、わが心も

日ひ向なたで

蒲團のやうにふくれてゐる

あの片岡のやうにならう。










五　　月








美しい『五月』は

うらぶれた　こんな場末の町にも來てゐた。

あけがた

繪筆を握つて　彼女は

土藏の白壁に薔薇色の繪具をとかしてゐた。




ゆふぐれ

貧しい家々の窓ガラスの

花園のやうにきれいな光の祭のなか、

村の若衆のやうに浮かれ浮かれて

彼女は　にぎやかな囃子の笛を吹いてゐた。










喜　　悅








晴れ渡つた五月のゆふぐれ、

どこか、靑空の窓、いつぱいに開かれ、

ゴム毬のやうにはづむ子供ら、

無心の歌を大聲でうたふ。

『魂』の、やはらかい、安樂椅子ソーフアーのうへ




『魂』の、はづむ、ソーフアーのうへ、

身をはねあげていつまでも歌ふ子供ら。




そのとき

星と闇が

晝の疲れと苦しみを

日ひ除よけのやうにくるくると捲きあげる。










庭　　樹








ゴッホのタッチで

葉をしげらせてゐる樹々。




僕の貧しい庭の隅で

いつも憂欝そうにしてゐたのに

今日はなにか嬉しいことでもあるのかね？




靑いエプロンをかけて

五月の風に

さつぱりとその髮の毛を刈らしてゐる

庭樹たちよ。










夏の日沒








この透明な

ガラスの金魚鉢をこはしたのは誰れだ！




ピチ　ピチ　と

赤い金魚が空いちめんにふり撒かれ、

散りみだれ、

やがて　ひとつづつ死んでゆく…………

この　まつ靑さをな

草のうへ。



















秋から冬へ








秋








ゆふぐれ、

落葉の櫛に梳すかれて

わびしい光の髮の毛が靑空を散つてゆく。




あゝ、秋、

おまへは僕の眼のまへで

こゝろを決めた戀人のやうに

裸體はだかにならうと言ふのかね。










秋

——林芙美子さんに——





芙美子さんは靑いワンピースを着てゐる、

僕は赤いトマトを二つもつてゐる、

白い剛質陶器のやうな谷川の上で

釣橋がふたりをのせて大きく橫にゆれる。

ゆれる釣橋の影の中から

翡翠製の魚さかながみんな僕たちを拜んでゐる。

魚さかなには空にゐる僕たちが神樣に見えるのかも知れない。




靑い、麻の蚊か帳やのやうな風が吹いてゆく。










秋

——伊豆湯ケ島にて——





秋になつた。

谷川の水が葛くづ素さう麵めんをすゝるやうにわびしく流れてゆく。

澄みきつた川底に小枝の影がつめたく沈んでゐる。




みんな、みんな沈んでゐる。

僕も沈んでゐる。




『水泳場』と書いた夏の赤い旗が

吹きさらしの河原でだんだん遠くなる。




みんな、みんな遠くなる。

僕も遠くなる。




さようなら、

さようならよ。

もう歸るときだ！










落葉の風




——あゝ師よ葡萄ゑび色の風に吹かれてこなたへと
　　　　たゞよひ來るかの人影は何者ぞや？——




　　　——ダンテ、神曲、地獄篇、五歌——





惱める魂のやうな落葉にとりまかれて

いつたいどこまで吹かれて行くのか、

パオロよ、フランチエスカよ。




秋は

僕と影法師とを

あの古いにしへの不幸な戀人たちにしてしまふ。










落葉の風








惱める魂にとりまかれて

葡萄ゑび染ぞめ色の空氣の中を漂つてゆく

パオロとフランチエスカの

そのやうに

僕も吹かれてゆく

落葉の風に

うつすらと僕の影法師をいだきながら。




ゆく道は

ほそく、ましろく、

一本の小川のやうに

空の濃こ靑あをにそゝいでゐる。










入　　日








この山やま際ぎはの白楊のもとで、けふも

『秋』は落葉に一ひと日ひのたばね髮を梳すく。

しずかに。




しかし、一日中働きに追はれてゐる僕等は

彼女の立去る後うしろ姿すがたしか見ることは出來ない。




ゆくものゝ後姿は

かたくなな僕等の心にも

しづかなうれひを湧かせる。




僕等は山際をふりかへり

そこに、まだ風の散らさない、散らばつた、

うっすり光る枯葉いろの梳すき毛げを見出して安心する。

『おい、あいつはまだ居るぜ』




そして、やはらかな眼つきになつて

家にかへる。










秋








このごろになると

大地はすなほに

樹々のなげかける影をうけとる。




地下何尺もしみこんでゐるやうな

濃いインキをこぼしたやうな

しんみりとした影を眺めるのは嬉しいことだ。




風はしづかに指をよびをうごかし

樹々はしづかにそのしぐさをうける。

落葉が飛ぶ、秋の髮毛が、

光の櫛に梳かれて。




『秋』はこゝちよさそうに

眼をとぢて

僕の瞳ひとみの味はふのにまかせる。










冬の風








今宵はじめて

あの冬の風がこの土地へやつて來た。

そして、まるで性急な戀人のやうに

僕の家に入らうとして

戶口を　ガタガタ言はせた。




うす暗い爐邊にもの思ふ僕の膝へ

白い仔猫はだまつて頭をすりつけに來る

クルッ、クルッとまはつては、また、

頭をすりつけにくる。




いつのまにか

外を吹く風が

まつ白な仔猫になつてしまふ










冬








玻璃窓に　ひんやり開いた口。

客を待つ圓タク運轉手の口。

その口は齒が缺けてゐて

ガランとして憂欝に

まるで太古の洞穴のやうだ。

　　　——その口に枯葉がたまる。

　　　——その口にさ霧がむせぶ。




泥、車輪、

氷ひ雨さめの飛つぶ礫て

手、足、街路樹。

交通巡査の眼玉には罅ひびが入いつてる。




あゝ、あゝ、

みんな、みんな遠いのだ。

色も香も銀河に沈んで

渦卷く星雲の中では

人類の嗟嘆が氷る。



















思ひでのうた








うれひに








うすむらさきの地のかげに

木もく犀せいのはながこぼれてくる

かすかにかすかにひややかに

あなたのおもひでがこぼれてくる

ぼく　の　うれひに




ぼく　の　うれひに

ゆふぐれに　やさしい雨ともしめやかに

銀ねずみいろの　水しぶきの

うすいうすい光がこぼれてくる

あなたのおもひでがこぼれてくる




あなたのおもひでは

雨と花

あめ　と　はな

すゞしくかほる素足になつて

ぼくのうれひをふんでゆく

かすかに疼うづく　ぼく　の　うれひを










別　　離








虫が泣くやうに

雨が降つてゐる。




わびしい電燈の火影のもと

あなたが

無言でめくる新聞紙の音ばつかりが

僕の心に痛い。

これからどうしやうと言ふのか？




あゝ、

こゝには何か、

ふみしだかれた瑞みづ枝えのやうに淸澄な

無慙がある。




虫が泣くやうに

雨が降つてゐる。










別　　離








ふたりとも無言のまゝ

もうどのくらゐ時がたつたのか？

野末に埋もれたふたりのうへに

草の影ばつかりが

しのび笑ひのやうにゆれてゐた。




ふと、ふりかへつた

あなたの顏は、

まつ白な葩、

さみどりの葉むらになつてゐた、

わたしがじつと見つめてゐた

野薔薇のひと株に




あゝ、何といふ網膜の儚いたはむれか。




わたしは知らなかつた

これが

あなたの別離の顏であつたと。










夢








おもかげは

あかつきの傷のやうに

別れの言葉は

こごりかけた

ゆふべの空の虹のやうに

打つ、わが胸を、打つ

木枯こがらしの鞭のやうに




あゝ、大空のやうに空しいものが

こんなにも痛いものだとは知らなかつた。

雲のやうにはかないものが

こんなにも　つれなく

心を、肉體を、

鞭打ち、鞭打つものだとは知らなかつた。










たそがれ








たそがれは

うら悲しい鉛筆のほさきで

いまにも消えそうな

うすい、うすい線を引いた。




僕は　ひとり

ひとり　谷間で

さ山葵わさびのほろにがい莖を嚙んでゐる。

あなたの思ひ出を嚙んでゐる。




あゝ、思ひ出と言ふものは

なんといふ冷え冷えとした味であらう。




谷川の水は

僕の心を

小石のやうにしつとりとぬらしてしまつた。










う　　た








深夜、

たゞひとり眼をさましてゐたら

闇と靜けさが

僕の胸を

一本の銀針となつて突き刺したのです。




僕は突き刺されたまゝ

博物室の標本のやうにかなしく

ナフタリンの匂ひをさせてゐました。




Olpha,dear

Olpha,dear




それ以來と言ふもの

僕の胸には

いまだにその時の小さな傷が殘つてゐて、

あなたは

その中で

樟腦の匂ひのやうに凉しくかほつてゐるのです。




Olpha,dear

Olpha,dear




あなたは

その中で

まるで　眞赤な血のやうに

冷えびえと凝こごつてゐるのです










道　　導








あの道しるべ

白いおもてに

ひもすがら丈高い草の影は

みだれるであらう。




かすむ地平は

はるばると一本の道をまねいて

茜雲は　今日けふも　むなしく

夕暮るゝ空にくづれるであらう。




過すがひ來てはわが現身うつしみの

二度とよぎることのない

あの道しるべ。

あの時の　あの悲しみと

あの喜びに

腕木は　なほも　星沈む

空の彼方を

指さしてゐるであらう。



















いろいろの唄








海軍記念日

——丸善屋上にて軍樂隊の行進に遭遇して——





水兵さん達の白いゲートルをはいた脚が

大浪のしぶきとなつて僕の心をのり越えてゆく




あとから、あとから

感激の波が

僕を貝殻のやうにころばせて起き上らせない。




僕は激情の海の底で

轟々の潮鳴りに碎かれてゐる。

日の丸の旗が

水面にひらける曙のやうに赤くゆれてゐる。




あゝ日本、

日本、

僕は海のやうに　むせび泣く。










步　　哨








夜の闇が

晝の暑さと　砲銃彈の音を濕らせてしまつた。




彼はふと　雙眼鏡を空に向けた。

火焔と、黑煙と、死と、

砂塵のたつまきと、

絕對の無感覺にのみ滿たされてゐた圓形のガラス？




彼は突然

身をふるはせて泣き出した。

ふるさとの凉しい星がひとつ

この圓形のガラスにはまだ生きてゐたのだ。

彼の忘れてゐたものが此處に眼覺めてゐた。




彼は泣いた。

若い命いのちのために

身をふるはせて泣いた。










山　　蠶








繁るみどりを喰はみたらひ

眠る山やま蠶このあはれさよ、

おのづから身はうすみどり、透すきすきて

若わか橅ぶなのにほひかすかに滿ちながら

白しら玉たまの耀ふ繭とまろみゆく、

山蠶、山蠶、

山蠶かなしき、その夢よ。

日は照らすとも、かげるとも、

夢みるものゝうらやすさ、

みどり若わか枝えの葉の室むろは

虹の息吹いぶきを照りかへす。










ふるさと








幾年かぶりで歸つたふるさとは

くすんだ石の掘割に

淀んでわびしい

下水のやうに饐すえてゐた。




かたむいた宿屋の軒のきしたに

『茶代廢止』の看板のやうに

ペンキがはげ、




ペンペン草や、

ほうき草、

はては名も知れぬ雜草にうづもれて

まるで忘れられた思ひ出の小こ徑みちのやうに

むなしくなつてゐた。




幾年かぶりで歸つた　ふるさとは

松の小さ枝えだに白しらちやけた

ほゝじろの糞ふんのやうにかなしく

小暗い土藏にかびてゐる

昔の繪草紙のやうによれよれになつてゐた。




あゝ、をさななじみのふるさとは

いつたい何處へいつたのか。

人影もないふるさとよ。

水のやうにうすい日射しのもとで

おまへは靜かにその眼まなこを閉じてゐる










旅　　愁

——奧伊豆、今井の濱にて——





しのゝめどきに眼がさめて

戶をあけたら

海のにほひが

ひつそりとした宿の竹格子に。

卯花うのはなのやうにかなしく

むらがり咲いてゐた。




ゆふべ

波の音ねのあひまあひまで

かすかに鳴きかはしてゐた蟋蟀こほろぎは

いつたいどこへ行つたのか？




鄕愁が

うすらつめたい白沙に

はかない水泡みなわをとかしてゐるばかり。










めざめ








そこには何か引くものがあり　はんとうめいな　なにか泡だつものがあり　とほくの方へよびもどされ　ふりかへつて　とぼとぼとあるき　急に叫ばうとして　聲をのむ




だんだん　海にひろがる　しのゝめのやうに　花のやうに　だんだん開き　ひらき　なほくらく　まひあがり　まひあがつて　落ち　はげしく流れ　ふと忘れ　ふと思ひだしてはまた　よろよろとよろめいてゆく










歳　　月








無限に續く二本の鐵路レール、

つめたく輝いた鋼鐵のしづもり。




晴れ渡つた靑空のもと、

鐵路レールのうへ、

黃色い葦の花粉が漂つてゆく。




あゝ、永遠に流れてやまぬ『時間』。

はかない命いのち。










ラジオ體操








大都會の

白痴のやうにかなしい白亞の屋上で

靑い、靑い大空に向つて

むなしくもろ手の花を散らしてゐるつとめ人たちよ。




あゝ、世紀の

いとほしい　むだ花よ。




さびしい　しぶきよ。










死　　鳥








はるばると

波路越えきて

山を戀ふ

聲の痛さよ。




燈台の白き光に

眼はくらむ

嵐、荒潮。




白沙に

まじる　いのちの

打つよ、窓、

夜はよもすがら










僕が死んだら








僕が死んだら

誰れか悲しむだらうか？

否、否、

みんな喜ぶだらう。

僕も喜ぶ。




大地は僕の重さだけ輕くなつて

小躍りするだらう。

喜んで僕を何か輕いものにし

光の風船玉のやうに

すきとほる蒼空にのぼらせるだらう。

また、僕を溶かして

まるで噴水のやうに

野薔薇の可愛い莖の中へ注ぎ込むだらう。




ぽかぽかと暖い日が續くとき

僕は小川の水にまじる。

小川の水にまじつて

蘆の白根や、藻や、

魚のいじらしい背鰭にたはむれながら

ゆつくり、ゆつくりと、

深い、深い海の方へ流れてゆく。










リルケに捧げるうた








あゝ僕の愛するマリヤ・リルケ。

あなたの詩集は僕の掌てに

かぐはしい林檎のやうに重くなる。







『……孤獨は雨のやうだ。

　大海から夕を迎へてあがる。

　遠くへだつた平野から

　孤獨は天へゆく、天はいつも孤獨を持つてゐる……』







なぜか僕はあなたの詩を正視し得ない。

僕は眼をほそめ、顏をそむけ、

喜びに滿ちた戀人のかなしみに盲めしひるのです。




僕はあなたに捧げます。

僕のうたのやうにほそぼそとしたこの手で

晴れてさびしい五月の夕暮

摘み惜んだ野薔薇に捧げる

あの、野の娘こらの淸らかな愛を




あゝ、僕の愛するマリヤ・リルケ。

僕の貧しい魂は

あなたの詩うたの泉の底に

まるで落葉のやうにくろぐろと

たよりなく沈んでゐるのです。



















散　文　詩








樹　　木




若楓は幹に手をやつただけでも、もう梢に蔟つた芽を神經のやうに震はせてゐる。

——芥川龍之介——





僕は冬の樹々が好きだ。澄みきつた蒼空を背景にして何の飾りもなく淡々として立つあの姿はどうだ。遠い地平に霞んで見える木立に向つて、ジヤン・コクトウは、まるでたちのぼる地の呼吸いきのやうだと言ひ、なほ『それとも死にゆく一ひと日ひの灰であらうか』とあやしんでゐる。あゝ、このあえかな、一見いかにもほそぼそとした不思議な大地の噴水たち。誰れが思ふだらう、この何の奇もない褐色の觸手がいつかは開いて、燃ゆるみどりや耀く花々を吹きだそうとは。冬の樹々こそは靜中の動だ。待機の姿だ。それは墨染の淨衣に烈しいがしかし靜かな宗敎的情熱をおしつゝんで、じつと時機を待つてゐる老僧の姿を思ひ起させる。とある靜かな冬の日、やはらかな日光に全身をゆだねながらいかにも心地良ささうに樹々はうつとりと夢見てゐるやうではあるが、もしそれらをじつと凝視みつめるならば、人は中空に煙のやうに絕えてゐる彼等の最も細い小指までが、かすかにかすかに震へてゐるのを發見するだらう。このとき僕は思ふ、どこからか知らないが遠く遠く、あの萬物を花咲かせる大地の力が、そのみどりの血汐が、淨じやう慧ゑが、いま彼等の體内を馳せめぐつてゐるのであると。そのほとばしる力のまにまに、やがて來る春と夏との希望に眩惑されて、樹々はおのづからなる身慄ひをしてゐるのだと。

僕は大樹の下にたちよるとまるで父母の膝下にあるやうな何とも言はれないなつかしさを感ずる。そして僕もダンテのやうにこれらの樹々がかつてはこの世に生をうけて、喜び、苦しみ、悲しんだ魂の變形ではないかと考へる。彼等のあのどつしりとした幹に手觸れるとき、僕はまるでソクラテスの肌にさわつたかの如く感激し、老松が風に鳴る音を耳にすれば、すくなくとも神ばかりは最も心近く感じたであらうあのスピノザの祈禱を聞いてゐるかのやうに思ふ。何はともあれ、人間は樹々の前にその淺薄な知識と道德とを恥ぢなければならぬ。僕等がわづかな儚いうつし世の智慧を誇つてゐるあひだに、樹々は長く長く生き、深く深く考へ、そのさし上げた梢により天の、幹によりこの世の、そしてどこまでもと擴げた根によつて地下の、あらゆる不思議な智と夢とそれらの秘密とを知つてゐるのだ。知りながらも誇らず、たゞ默して立ち、實にかすかな微風にさへもすなほにその頭を撓めてるのである。

あゝ、黎明と日沒とが葉と葉との間に、あるひは枝と枝との間に、あの美しい空の黃金をいつぱいつめこんだときの樹々の姿！　あるひは物思はしい夜が、耀く白銀の星座で彼等の髮毛を飾つたときの姿！

あゝ、彼等は電光亂れ飛ぶ轟々のあらしにもめげず、雄たけびして立ち、あたかも荒狂ふ巨人タイタン族の英雄のやうに怒り、おらび、憎み、戰ふかと思へば、なほ、ひとひ、その梢に遠く弦月の淡きをかすませ、病葉わくらばに憂愁のおもひを散じ、虹を亂して立ち、雲をまき、はろばろとやつて來る季節の愛らしい使者なるあの、翼つばさある小さな旅人たちにさへ心おきない憇ひの家を提供するのだ。

僕はしばしば一日のつとめを終つて家路を急ぐ途上、地平線上に何とも言はれない美麗な半影像シルエツトを投かけながら、まるで親鳥が雛でもはごくむやうにじつと沈みゆく日輪をその胸に抱いてゐる樹の株のあるのを目にとめる。そのとき僕は思ふ『あゝ、いまあの樹は幸福の絕頂にゐるのだ』と。僕はその樹が、とほい昔、神々の惠みによつて發芽して以來、たゞひたすらに今日と言ふ日のあることをのみ夢みながら、雨に風に雪に嵐に、はては暑寒その他あらゆる苦しみに耐へながら、孜々として伸び急いで來た努力を思ひやつてみる。ひとときも早く生長してあの天翔ける日輪を自分の胸に抱きたいものだ、それだけの大きさに達したいものだ、とそればつかりで。

實際、この世であの燃え燃えてゆきめぐる太陽を捕へうるものは、この不思議な梢の網をもつてゐる樹々と、そして、常にその身を低所から低所へとのみ移してゆく謙讓な水の一族があるばかりだ。あはれな人間はわずかにその稚い掌をひらいてむなしい願望に樹々の偉大さを羨む。

いまは無いアメリカの若い詩人ジヨイス・キルマーは樹木禮讃の詩を作つて言つた、『僕は一本の樹木ほどすばらしい詩を見たことがない』そしてまた『詩は僕みたいな馬鹿者が作るが、樹木を作ることが出來るものはたゞ神樣ばつかりだ』と。

實際、樹々は本來神々に屬する。人間にではない、大自然に屬する。それ故に彼等は春夏秋冬、大自然がうつりゆくまゝに彼等自身もそれにともなつて變化する。がしかし、あはれな人間はそれが出來ないので、僅に彼等の外見をまねて、季節のかはりめかはりめにその貧しく醜い衣服をのみとりかへて滿足する。







枯木の姿はよい

色はみんな沈んで幹をつゝんでゐる

引搔いたら紫が滴れさうだ

しかも蕭條と頂の枝が空に消え入るところ

その細々した姿で立ちつくすところ

花もなく夢もない露はなところ







僕は室生犀星のこの詩をこよなく愛してゐる。彼はこれに『神々』と言ふ題を附してゐるが全く樹木こそ神々に他ならぬ。よしそれが間違つてゐやうとも、すくなくとも彼等は神の屬性あるひは樣態のうちで最も神聖なるものゝ一つであるに違ひない。彼等は常に罪深い人類の間に親しく遍在して、常に淸新な神の言葉を說いてゐるのである。が、おろかにして一人よがりの人間はこの事實に氣づかない。彼等は路のべの樹々が靜かに話しかけるとき、空をふりあふいで何事もないかのやうにかう言ふ『梢に風があたつてゐるのだ』と。樹々がつゝましく彼等を諭すと見れば、彼等はわざと遠い木立を指ゆび示さしながら言ふ『小鳥が來てゐるのだ、あそこの葉むらに、小鳥が來て鳴いてゐるのだ』と。樹々はかうした人間のおろかさを悲しんで遂には默つてうなだれてしまふ。すると人々は言ふ『風がすつかり絕えてしまつた。小鳥ももう其處にはゐない』と。

あゝ、いつになつたら人々は言ふだらう『樹々は何をさゝやいてゐるのか』と。步みを止めて聞入りながら『樹々は何を我々に敎へてゐるのだらうか』と。




樹木は大自然の記念標。またたとふれば

『時の流れ』にながされない永遠の思想である。










鏡




……噫　なむじ、鏡よ、

愁によつてその緣の中に凍りたる水よ。

——マ　ラ　ル　メ——





鏡に向ふ女の後姿には淡い哀愁の翳かげりがある。あまりに淸澄なるものに向ふものゝ悲しみ、あまりに冷い光の中に溺れてゐる自己を目にする愁さびしさ。女は唯一人すわる、ひとすじの海草のやうに。寄せては返すうつし世のつれない波の底に沈んで靑あを白じろく搖れてゐるひとすじの海草のやうに。ごらん、その髮の毛には吐息が、眼に見えぬ水泡のやうに生れてゐるではないか。

女は其處に在り、しかも其處にない、反射された我身の敢果はかなさの中に、かつては在り、ほどなく無くなるであらう戀人の戀の對象を見、やがて消えるであらう良人の愛の、むなしい殘葩を發見する。

この夢の靑あをざめた世界に、さむざむと顫ふるへてゐる哀れなるもの！

このうつし世の、重い空氣の裡に、あへぎあへいでゐる肉體の儚ない影！

その眉のかたちは悲しく、情熱は口くち紅べにの色に褪さめ、追ひかけても追ひかけても逃にげてゆく幸福のつれない翼つばさは靑あを黑ぐろい山鳩の樣に瞳ひとみの泉いづみをめぐつて、宿命の厚い葉むらは疲れた瞼まぶたの上に嘆く。

次に來てこの鏡の前に坐るもの、次に來て瞬間その中に影を凍こほらせるもの。女はこの夢の泉の奧にひそむで、やがては現れいづる麗人の姿に怯おびえる。我身に代かはつてこの透明の世界を支配するものゝ姿に怯おびえる。

あゝ、鏡に向ふ女の背後には水の如きゆふぐれのけはいが迫り、女は、むらがる梨り花くわに灑そゝぐ雨のやうに、儚い視線をこの淸澄の泉いづみに灑そゝぐ。




まことに、鏡に向ふ女の後姿には淡い哀愁の翳かげりがある。










あとがき




　ある晩のこと、突然に畏友、中野秀人兄がやつて來て、ロンゴスの『ダフニスとクロエー』の飜譯を上梓しないかとすゝめるのである。實は以前、なにかの話しのついでに、私が四世紀に生れたギリシアのこの美しい田園小說がとても好きであること、その譯稿をほとんど完成してもつてゐること、出來ればどこかで出版したいこと、なぞを語つてあつたのだ。私は中野兄のすゝめの言葉を嬉しく拜聽したのだが、よく考へてみるとまだその三分の一ばかりが譯されずに殘つてゐるし、丁度、そのとき大部な著書を書きかけてゐたので、よし、引受けても、相當の日數を要するのではないか、そのうちにいつもの懶癖が出てそのまゝになつてしまふのではないか、とあやぶんだので、今すぐにとは言はれても自信がないと答へた。すると、では詩集なぞはどうか、詩稿がもう相當にたまつてゐるのではないか、と言つてくれるのである。もとより私は拙詩を一度まとめて置きたいと思つてゐたので、この話しには大いに乘氣になり、早速承知して、大童になつて舊稿を整理し、以上の詩篇を撰び出すことが出來たのであつた。私はそれらの詩篇が文字どほりほとんど舊稿に屬するところからヴアレリのまねをして、最初、『舊詩帖』と題したのだが、友人たちのすゝめで『風祭』に變更することに決めたのである。

　しかし、大東亞戰爭勃發後生れた幾つかの近作詩篇は、別に一卷にまとめるつもりでほとんどこの詩集には入れなかつた。それから、譯詩も大分たまつてゐるのであるが、これもそのうち譯詩集として上梓するつもりで矢張りこの詩集には入れなかつた。最後に、こんな貧い詩集のためにこんなにまで美しい裝幀をほどこして下すつた中野兄に心からなる感謝を捧げる。

——二六〇一年、七月十日——
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